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嘉
義
農
林
甲
子
園
の
活
躍

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花  

　

親
日
の
台
湾
が
、
懐
日
（
日
本
統
治
時
代

を
懐
か
し
む
）
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
映

画
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」　

日
台
に
新
し
い
観
光
名

所
が
生
ま
れ
、
こ
と
に
嘉
義
市
で
は
観
光
・

ま
ち
お
こ
し
に
大
き
く
寄
与
。
掘
り
起
し
の

大
切
さ
で
す
。

　

日
本
人
、漢
民
族
、原
住
民
と
の
合
同
チ
ー

ム
、
近
藤
兵ひ

ょ
う
た
ろ
う

太
郎
監
督
は
特
徴
を
活
か
せ
ば

必
ず
勝
て
る
と
猛
練
習
、
選
手
の
心
を
甲
子

園
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
っ
た
。

　

昭
和
六
年
、
漢
民
族
出
身
エ
ー
ス

呉ご
め
い
し
ょ
う

明
捷
。
高
砂
族
出
身
東あ

ず
まと

の
バ
ッ
テ
リ
ー

呼
吸
も
よ
く
、
前
年
涙
を
の
ん
だ
台
北
一
中

に
雪
辱
。
そ
の
後
も
勝
ち
進
み
決
勝
戦
に
進

出
。鬼
監
督
近
藤
は
、試
合
中
腕
組
み
し
時
々

指
示
を
与
え
る
も
の
の
、
選
手
を
信
頼
し
て

か
、
ジ
ッ
と
戦
況
を
見
つ
め
る
ば
か
り
。
強

敵
台
北
商
業
に
延
長
の
末
勝
利
を
収
め
、
嘉

義
農
林
は
、
コ
ウ
シ
エ
ン
の
合
い
言
葉
を
見

事
実
現
。
負
け
て
泣
く
な
、
勝
っ
て
喜
び
の

涙
に
頬
を
濡
ら
す
選
手
た
ち
。
近
藤
監
督
の

目
に
も
光
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
三
民
族

の
心
を
一
つ
に
し
、
弱
小
チ
ー
ム
を
見
事
結

実
さ
せ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。

　

近
藤
監
督
は
、
嘉
義
を
春
一
回
、
夏
四
回

甲
子
園
に
出
場
さ
せ
、
日
本
に
引
き
揚
げ
後

新
田
高
校
、
愛
媛
大
学
で
監
督
を
務
め
、「
野

球
の
虫
に
な
れ
、
上
級
生
は
下
級
生
の
捨
て

石
と
な
れ
」
と
精
神
を
鍛
え
、
練
習
は
厳
し

か
っ
た
が
体
罰
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
昨
年
、
郷
里
松
山
に
、「
球
は
霊た

ま

な
り
」

の
文
字
を
刻
ん
だ
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

　

投
手
で
四
番
の
明
捷
は
、
早
稲
田
大
学
に

進
み
、
六
大
学
年
間
七
本
塁
打
を
記
録
し
、

立
教
長
嶋
さ
ん
の
八
本
が
出
る
ま
で
、
約

二
十
年
間
六
大
学
の
記
録
で
し
た
。

　

二
番
セ
ン
タ
ー
の
蘇
正
生
は
、
現
在
の
神

奈
川
大
学
を
へ
て
、
戦
後
も
台
湾
野
球
発
展

に
貢
献
し
、
台
湾
野
球
の
国
宝
と
呼
ば
れ
、

映
画
が
出
来
た
の
も
蘇
さ
ん
が
健
在
で
当
時

の
こ
と
を
よ
く
記
憶
し
て
い
た
お
陰
。
映
画

の
中
で
学
生
帽
を
被
っ
た
小
柄
な
少
年
は
、

の
ち
に
巨
人
・
阪
神
で
大
活
躍
し
た
呉
昌
征
、

強
肩
快
足
人
間
機
関
車
と
呼
ば
れ
、
１
６
８

㎝
・
64
㎏
の
小
柄
な
が
ら
首
位
打
者
二
回
、

盗
塁
王
、
最
高
殊
勲
選
手
に
輝
き
、
野
球
の

殿
堂
入
り
。
有
力
選
手
が
育
ち
、
郭
源
治
、

大
豊
泰
昭
、
郭
泰
源
、
陽
岱だ

い
か
ん鋼
な
ど
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。　

　

第
十
七
回
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
。

　

昭
和
六
年
八
月
十
五
日
、
嘉
義
農
林
甲
子

園
第
一
戦
。
五
万
の
大
観
衆
、
甲
子
園
球
場

の
広
さ
に
驚
く
ば
か
り
。
嘉
義
の
乾
い
た
白

い
土
と
違
う
、
黒
い
土
に
戸
惑
う
選
手
た

ち
。
こ
れ
を
見
る
や
近
藤
は
土
を
一
掴
み
す

る
や
、自
分
の
白
い
シ
ャ
ツ
に
な
す
り
つ
け
、

「
土
は
土
だ
、
台
湾
の
土
と
変
わ
ら
ん
ぞ
」

　
「
台
湾
の
新
興
チ
ー
ム
、
し
か
も
三
民
族

混
成
チ
ー
ム
、野
球
に
な
ら
ん
だ
ろ
う
」
と
、

誰
も
が
思
っ
て
い
ま
す
。

　

初
戦
の
相
手
は
、
強
豪
ひ
し
め
く
神
奈
川

を
勝
ち
抜
い
て
き
た
神
奈
川
商
工
。

　

一
回
の
表
、
平
野
左
飛
、
二
番
蘇
四
球
で

出
塁
す
る
や
す
ぐ
さ
ま
盗
塁
に
成
功
、
上あ

げ
ま
つ松

の
三
塁
ゴ
ロ
で
蘇
飛
び
出
し
二
・
三
塁
間
に

挟
ま
れ
た
が
、
前
へ
の
気
持
ち
で
三
塁
に
飛

び
込
む
や
三
塁
手
落
球
し
セ
ー
フ
。
一
塁

に
生
き
た
上
松
二
塁
へ
走
る
。
三
塁
手
が
二

塁
へ
投
げ
る
を
見
る
や
蘇
本
塁
へ
走
る
も
返

球
さ
れ
ア
ウ
ト
。
さ
れ
ば
上
松
三
塁
へ
走

る
。
捕
手
あ
わ
て
て
三
塁
へ
投
げ
た
球
が
そ

れ
た
。
し
め
た
と
本
塁
を
狙
っ
た
が
、
カ

バ
ー
し
た
遊
撃
手
か
ら
の
返
球
に
間
一
髪
ア

ウ
ト
！　

隙
あ
ら
ば
前
の
塁
へ
と
走
る
。
0

点
に
終
わ
っ
た
も
の
の
神
奈
川
の
選
手
も
、

第２回



41

第
一
球
、
意
識
し
て
低
目
を
狙
っ
た
投
球
が

大
き
く
バ
ウ
ン
ド
。
二
者
生
還
し
４—

０
と

リ
ー
ド
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
必
死
で
食
い
下

が
る
も
豪
腕
吉
田
の
前
に
、
善
戦
空
し
く
敗

れ
去
っ
た
嘉
義
。「
よ
く
や
っ
た
、よ
く
や
っ

た
」　

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
選
手
を
出
迎
え

る
近
藤
監
督
。
負
け
て
泣
く
な
の
教
え
の
通

り
、
選
手
た
ち
の
顔
に
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
大
観
衆
は
総
立
ち
と

な
り
、
嘉
義
農
林
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
、

健
闘
を
称
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

戦
い
を
終
え
嘉
義
へ
帰
還
、「
万
歳
、
万

歳
！
」涙
を
流
し
て
出
迎
え
た
六
万
の
市
民
。

　

台
湾
野
球
の
基
礎
を
築
い
た
近
藤
兵
太

郎
。
日
本
を
訪
れ
る
台
湾
の
人
達
、
甲
子
園

球
場
を
訪
れ
、
併
設
の
甲
子
園
歴
史
館
が

人
気
と
な
り
、
映
画
で
使
用
さ
れ
た
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
の
レ
プ
リ
カ
や
、
明
捷
投
手
の
銅

像
が
展
示
さ
れ
、
我
等
の
英
雄
と
見
入
っ
て

い
ま
す
。
嘉
義
市
の
中
心
地
に
新
た
な
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
麒
麟
児
と
称
さ
れ
た
呉
投
手
の

銅
像
が
建
て
ら
れ
名
所
と
な
り
、
懐
日
ブ
ー

ム
の
基
と
な
り
ま
し
た
。
近
藤
監
督
と
嘉
義

農
林
の
若
者
た
ち
。
こ
れ
も
日
台
友
好
の
絆

と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
嘉
義
農
林
甲
子
園
活
躍

の
一
席
。
■

　

観
客
も
こ
の
果
敢
な
攻
撃
に
、「
オ
ッ
、
な

か
な
か
や
る
ぞ
」。
明
捷
は
五
回
は
じ
め
て

安
打
を
打
た
れ
た
も
の
の
無
得
点
。
八
回
の

表
、
先
頭
の
東
四
球
、
真
山
の
バ
ン
ト
が
投

手
の
グ
ラ
ブ
を
は
じ
い
て
内
野
安
打
。
小
里

の
三
塁
ゴ
ロ
で
一
死
三
塁
二
塁
。
川
原
バ
ッ

ト
一
閃
、
二
塁
手
の
頭
上
を
越
え
二
者
勇
躍

生
還
、
待
望
の
先
制
点
、
九
回
に
も
１
点
。

３—

０
と
嘉
義
リ
ー
ド
に
ざ
わ
め
く
観
衆
。

九
回
最
後
の
打
者
を
投
手
ラ
イ
ナ
ー
に
打
ち

取
り
わ
ず
か
１
安
打
8
三
振
を
奪
う
好
投
で

完
封
。
見
事
初
陣
を
飾
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
か
つ
て
ラ
ジ
オ
で
プ
ロ
野
球
実
況

放
送
を
し
た
貞
花
の
実
況
ぶ
り
生
で
お
聴
き

下
さ
い
）

　

第
二
戦
、
札
幌
商
業
に
20
安
打
7
四
球
8

盗
塁
の
猛
攻
で
19—

７
と
快
勝
。
俊
足
は
群

を
抜
き
、
出
塁
は
得
点
に
つ
な
が
る
と
躊
躇

な
く
次
の
塁
を
狙
う
。
凡
ゴ
ロ
を
安
打
と
な

し
、
単
打
を
長
打
と
し
、
ス
ピ
ー
ド
は
正
に

驚
嘆
に
値
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
第

三
戦
優
勝
候
補
の
小
倉
工
業
に
10—

２
と
快

勝
。
判ほ

う
が
ん官

び
い
き
も
あ
い
ま
っ
て
、「
嘉
義
、

嘉
義
」
の
声
援
は
銀ぎ

ん
さ
ん傘
を
ゆ
る
が
せ
、
は
る

か
台
湾
か
ら
初
出
場
の
無
名
の
嘉
義
農
林

は
、
正
に
破
竹
の
勢
い
で
優
勝
戦
へ
と
駒
を

進
め
た
。
大
作
家
の
菊
池
寛
は
、　

　
「
三
民
族
が
同
じ
目
的
の
た
め
協
同
し
、

努
力
し
て
お
る
こ
と
が
涙
ぐ
ま
し
い
。
僕
は

嘉
義
び
い
き
だ
」
と
書
く
な
ど
、
満
天
下
の

フ
ァ
ン
を
興
奮
の
る
つ
ぼ
に
叩
き
込
ん
だ
の

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

強
豪
中
京
商
業
と
の
優
勝
戦

　

い
よ
い
よ
明
日
は
優
勝
戦
と
い
う
前
夜
、

　
「
選
手
は
さ
ぞ
興
奮
し
て
眠
ら
れ
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
夏
と
は
い
え
布
団
を
は

い
で
、
風
邪
を
引
か
な
け
れ
ば
い
い
が
」

　

近
藤
は
、
選
手
た
ち
の
部
屋
の
ふ
す
ま
を

そ
っ
と
開
け
た
。
寝
付
か
れ
な
い
選
手
も
お

り
ま
し
た
。
ふ
す
ま
が
開
い
た
の
で
眠
っ
た

ふ
り
を
。
近
藤
は
、
は
い
で
る
布
団
を
掛
け

終
る
と
、
改
め
て
選
手
を
見
回
し

　
「
俺
を
甲
子
園
に
連
れ
て
き
て
く
れ
て
有

難
う
」　

小
声
で
つ
ぶ
や
く
と
静
か
に
閉
め

た
。
寝
た
ふ
り
を
し
て
い
た
選
手
は
、
近
く

だ
っ
た
の
で
そ
の
言
葉
を
聴
く
や
思
わ
ず

　
「
監
督
ッ
」

　

昭
和
六
年
八
月
二
十
一
日
午
後
二
分
、
東

海
代
表
中
京
商
業
対
台
湾
代
表
嘉
義
農
林
。

真
紅
の
優
勝
旗
は
果
た
し
て
海
を
渡
る
か
。

　

中
京
の
エ
ー
ス
吉
田
正
男
は
、
そ
の
後
昭

和
八
年
、
明
石
と
の
準
決
勝
に
中
田
投
手
と

無
得
点
の
ま
ま
二
十
五
回
投
げ
合
い
、
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
る
な
ど
甲
子
園
三
連
覇
。

　

呉
は
二
回
3
安
打
1
四
球
を
与
え
2
点
奪

わ
れ
、
更
に
三
回
の
裏
、
明
捷
の
ズ
ボ
ン
に

点
々
と
赤
い
血
が
、
右
手
中
指
を
負
傷
し
て

い
た
。
血
を
ぬ
ぐ
う
度
に
血
に
染
ま
る
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
、
指
の
怪
我
ば
か
り
か
、
予
選
か

ら
総
て
完
投
し
八
戦
目
、
流
石
の
豪
腕
も
疲

れ
て
い
た
。
球
は
走
ら
な
い
、
抑
え
が
利
か

ず
球
は
上う

わ

ず
る
。「
タ
イ
ム
、
タ
イ
ム
」　

ナ

イ
ン
が
気
付
い
て
マ
ウ
ン
ド
に
集
ま
っ
た
。

　
「
指
を
見
せ
ろ
、
駄
目
だ
、
監
督
！
」

　
「
見
せ
ろ
」「
嫌
で
す
」「
見
せ
ろ
、
い
か

ん
代
わ
れ
」「
お
願
い
で
す
、
投
げ
さ
せ
て

下
さ
い
」「
監
督
、
明
捷
の
お
陰
で
こ
こ
ま

で
来
た
ん
で
す
。
投
げ
さ
せ
て
や
っ
て
下
さ

い
」「
…
分
っ
た
」

　

簡
単
な
手
当
て
を
し
て
再
び
マ
ウ
ン
ド

へ
。
抑
え
が
利
か
ず
連
続
四
球
、内
野
手
が
、

「
俺
の
と
こ
ろ
へ
打
た
せ
る
、
必
ず
捕
る
か

ら
」　

予
選
で
多
く
の
失
策
を
し
た
が
、
練

習
の
甲
斐
あ
っ
て
三
試
合
で
失
策
五
。

　

再
び
ふ
き
出
す
血
、
マ
ウ
ン
ド
の
土
を
傷

口
へ
な
す
り
つ
け
血
止
め
と
し
、
吉
岡
へ
の

経営と健康


